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東
北
本
線
に
接
続
す
る

「
仙
石
東
北
ラ
イ
ン
」

も
新
た
に
運
行
開
始

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
一
部

不
通
と
な
っ
て
い
た
仙
石
線
が

5
月
30
日
に
全
線
開
通
再
開
し

た
。

　

4
年
2
カ
月
ぶ
り
に
再
開
さ

れ
た
仙
石
線
は
、
東
北
本
線
と

も
接
続
す
る
仙
石
東
北
ラ
イ
ン

も
新
た
に
運
行
を
開
始
、
仙
台

―
石
巻
間
を
最
速
52
分
で
繋
ぎ
、

大
幅
に
利
便
性
が
向
上
し
た
。

　

仙
石
線
と
東
北
本
線
で
は
電

化
方
式
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

非
電
化
に
も
対
応
し
た
新
型
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
両
が
導
入
さ

れ
た
。

　

こ
の
車
両
の
外
観
は
仙
石
線

沿
線
の
桜
の
名
所
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
ピ
ン
ク
色
と
仙
石
線
の
ラ

イ
ン
カ
ラ
ー
の
ブ
ル
ー
と
東
北

本
線
の
そ
れ
の
グ
リ
ー
ン
を
基

調
に
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

盛
り
沢
山
の
開
通
記
念�

�

イ
ベ
ン
ト

　

こ
の
日
、
石
巻
駅
や
野
蒜
駅

で
は
開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
た
。

　

石
巻
駅
で
は
5
時
25
分
発
仙

石
線
一
番
列
車
と
6
時
35
分
発

仙
石
東
北
ラ
イ
ン
一
番
列
車
の

見
送
り
式
が
行
わ
れ
、
亀
山
紘

石
巻
市
長
が
運
転
士
に
花
束
贈

呈
、
佐
々
木
和
夫
石
巻
駅
長
の

発
車
の
合
図
で
、
関
係
者
が
手

旗
を
振
り
な
が
ら
、
盛
大
に
見

送
り
し
た
。

　

く
し
く
も
両
列
車
の
運
転
士

は
共
に
女
性
で
、
見
送
り
式
が

華
や
か
な
も
の
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
記
念
式
典
で
は
石
巻

小
学
校
の
鼓
笛
隊
の
演
奏
が
場

を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。

　

駅
周
辺
で
は
物
産
展
、
街
中

で
は
探
検
ク
イ
ズ
、
石
ノ
森
萬

画
館
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
ア
ニ

メ
ソ
ン
グ
や
ラ
イ
ブ
パ
ー
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

野
蒜
の
高
台
駅
舎
で
は
埼
玉

県
松
山
女
子
高
等
学
校
書
道
部

の
書
道
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

大
東
文
化
大
学
応
援
団
の
応
援

演
武
が
行
わ
れ
た
。

地
元
の
期
待
も
乗
せ
た

快
適
な
新
車
両

　

石
巻
駅
か
ら
矢
本
駅
ま
で
新

車
両
に
乗
っ
て
み
た
が
、
揺
れ

や
騒
音
が
少
な
く
快
適
で
、
ま

た
、
セ
ミ
ク
ロ
ス
シ
ー
ト
を
使

っ
た
客
席
は
乗
り
心
地
が
良
か

っ
た
。

　

途
中
、
車
窓
か
ら
石
巻
工
業

高
校
の
生
徒
た
ち
が
「
祝
仙
石

線
・
仙
石
東
北
ラ
イ
ン
開
通
」

の
横
断
カ
ー
ド
を
掲
げ
、
列
車

に
大
き
く
手
を
振
っ
て
い
る
の

が
見
え
た
。
沿
線
住
民
の
祝
福

の
気
持
ち
を
代
表
し
た
も
の
と

い
え
よ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
バ
ス
に
乗
り
継

ぐ
不
便
さ
が
解
消
さ
れ
、
通
勤

通
学
が
格
段
と
便
利
な
も
の
に

な
る
か
ら
だ
。

石
巻
圏
へ
の
観
光
誘
客

後
押
し
期
待

　

仙
石
線
全
線
再
開
は
石
巻
圏

へ
の
観
光
誘
客
を
大
き
く
後
押

し
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　

震
災
後
に
減
っ
た
観
光
客
を

取
り
戻
す
た
め
に
も
、
今
回
の

再
開
を
石
巻
圏
の
魅
力
を
全
国

に
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
契
機

に
す
る
べ
き
と
考
え
る
。

仙石線再開路線図～ JR 東日本

再
開
を
伝
え
る
当
日
の
現
地
新
聞　

【
石
巻
日
日
新
聞
】

昭
和
四
十
四
年

宮
城
県
石
巻
高
等
学
校
卒
業

昭
和
五
十
一
年

皇
學
館
大
学
卒
業

昭
和
五
十
一
年

社
団
法
人
日
本
教
育
会
入
社

平
成
十
八
年

株
式
会
社
Ｂ
Ｃ
Ｎ
取
締
役
退
職

平
成
十
八
年

株
式
会
社
蒼
天
設
立

現
在

在
京
東
松
島
会
会
長

在
京
宮
城
ふ
る
さ
と
協
議
会
常

任
理
事

東
松
島
市
大
溜
行
政
区
副
区
長

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
義
捐

金
、
炊
き
出
し
、
復
興
支
援
販

売
等
の
被
災
地
支
援
活
動
に
尽

力
し
、復
興
事
業
の
立
ち
上
げ
、

復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催

に
注
力
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
実
行
委
員
会
、
推
進
委
員

会
等
の
事
務
局
長
に
就
任
し
て

い
る
。

　

平
成
二
十
五
年
に
本
拠
地
を

被
災
地
東
松
島
市
に
移
す
。

寄
稿
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

櫻
井　

政
文
氏

（
昭
和
二
十
五
年
四
月
九
日
生
）

これで石巻の復興加速なるか

待ちに待った4年2カ月ぶりの
仙石線（仙台ー石巻）全線復旧

再開で最大被災地へのアクセス大改善

復旧前は代行バスに乗り換え約２時間 
を要したが最速 52 分に大幅短縮した
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市長と駅長と女性の運転士

地元の石巻工生徒の歓迎ぶり

ピンク / ブルー / グリーンの新車両

ゆるキャラも祝う

全線復旧を祝うセレモニー

立看板とボランティア

秋田　竿燈まつり

今年で5回目を迎えた東北六魂祭
5/30・31の両日、秋田で盛大に開催

2日間の人出は予想を大きく上回る26万人
次回開催は東北六県最後の青森

山形　花笠まつり

福島　わらじまつり

盛岡　さんさ踊り

仙台　七夕まつり 青森　ねぶた祭り

　

東
北
大
震
災
か
ら
の
復
興
を

願
っ
て
、
仙
台
、
盛
岡
、
福

島
、
山
形
と
開
催
さ
れ
て

き
た
東
北
六
魂
祭
が
、
五
月

三
十
、三
十
一
日
に
秋
田
市
で

開
か
れ
、三
十
一
日
、閉
幕
し
た
。

　

ま
こ
と
に
残
念
な
が
ら
、
筆

者
は
所
用
で
取
材
出
来
な
か
っ

た
が
、
初
日
が
十
五
万
人
、
二

日
目
が
十
一
万
人
で
、
二
日

間
で
予
想
を
大
き
く
上
回
る

二
十
六
万
人
が
訪
れ
た
と
い
う
。

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
盛
岡
、

福
島
、
山
形
と
取
材
し
て
い
る

が
、
お
そ
ら
く
そ
の
混
雑
ぶ
り

は
尋
常
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

　

以
前
の
記
事
に
も
書
い
た
が
、

東
北
を
世
界
的
な
観
光
地
に
す

る
に
は
、
交
通
・
宿
泊
・
現
地

案
内
・
近
隣
観
光
地
と
の
連
携

等
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
を
拡
充
す

べ
き
で
あ
る
。

　

東
北
の
未
発
掘
の
観
光
資
源

と
比
べ
る
と
、
観
光
イ
ン
フ
ラ

は
格
段
に
見
劣
り
す
る
。

　

辛
口
コ
メ
ン
ト
で
は
あ
る
が
、

東
北
の
今
後
を
考
え
る
と
、
観

光
産
業
が
大
き
な
位
置
を
占
め

る
と
声
高
に
叫
ば
れ
て
い
る
割

に
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
大
き

く
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
ま
こ
と

に
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
る
の

は
筆
者
だ
け
で
は
な
い
は
ず
で

あ
る
。

　

東
北
六
県
の
関
係
者
の
奮
起

を
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

次
回
は
青
森
市
開
催
の
方
向

で
調
整
が
進
め
ら
れ
る
と
い
う
。

最
後
の
開
催
で
何
か
が
変
化
す

る
の
を
期
待
し
た
い
。



2015 年 （平成 27 年） 6 月 16 日 （火曜日）　　第 37 号　http://tohoku-fukko.jp/

【東北復興】 掲載の記事 ・ 写真 ・ 図表などの無断転載を禁止します。 Copyright YUMUYU INC. All rights reserved.

　

三
陸
酒
海
鮮
会
は
、
渋
谷
開

催
も
、
日
本
橋
開
催
も
、
大
分

回
数
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
依
然
と
し
て
参
加
者
数
は

衰
え
ず
、
両
開
催
と
も
盛
況
の

う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

第 13 回三陸酒海鮮会

  渋谷開催　（5/16）  

第 12 回三陸酒海鮮会

  日本橋開催（6/11） 

郷土料理愛好家　
　　　　松本由美子氏

初登場 ・ 澤乃泉ー日本
橋開催

東北の地酒ラインアップー渋谷開催

　【タイしゃぶ】
　　　　と
　【なんばんエビの
　　まるごとから揚げ】

水産業再興のための
料理レシピ紹介

第 10 回目

に
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
の
復
興

を
迎
え
る
被
災
地
の
水
産
関
連

事
業
者
お
よ
び
地
酒
関
連
事
業

者
の
方
々
に
、
陰
な
が
ら
声
援

を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

渋
谷
開
催
は
、
五
月
十
六
日

に
焚
火
家
さ
ん
で
第
十
三
回
目

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
本
橋
開
催
の
方
は
六
月

十
一
日
に
さ
さ
や
さ
ん
で
第

十
二
回
目
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

渋
谷
開
催
で
は
、
フ
ラ
ン
ス

か
ら
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

東
北
の
地
酒
が
お
好
き
と
い
う

こ
と
で
、
提
供
し
た
全
地
酒
銘

柄
を
ご
存
知
の
よ
う
で
し
た
。

　

日
本
橋
開
催
で
は
毎
回
、
東

北
の
地
酒
の
新
顔
の
紹
介
が
あ

り
ま
す
が
、
今
回
は
、
宮
城
・

登
米
市
の
「
澤
乃
泉
」
で
、
大

好
評
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
見
る
に
つ

け
、
三
陸
被
災
地
へ
の
関
心
が

依
然
衰
え
て
い
な
い
こ
と
を
実

感
い
た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
「
忘
れ
る
な
」
と
い

う
言
葉
は
、
こ
こ
で
は
ま
っ
た

く
無
縁
の
言
葉
で
す
。

タイしゃぶ料理盛り付け おいしそうななんばんエビ なんばんエビのまるごとから揚げー完成

材料と作り方(タイしゃぶ） 

【材料】 
真鯛 300g /絹豆腐 1丁/ 水菜 /オクラ/ エノキダケ/ 
生しいたけ 4〜5個 /出汁昆布 10センチ 3まい /水  
1リットル /鰹節 20g /酒 大 2/ 塩 小1/2 /ほんだし/ 
薬味にポン酢撫など 
 

【作り方・食べ方】 
鯛の刺身や野菜をさっとくぐらせて食べる、粋な料 
理です。しいたけとエノキダケ、豆腐はしっかりと 
鍋で煮ます。葉野菜と鯛は、さっとくぐらして食べま 
す。 オクラや鯛のもちもち感が美味しいです。 

材料と作り方 

(なんばんエビのまるごとから揚げ） 

【材料】 
なんばん海老10数尾/片栗粉/塩・コショウ少々/ 
 
【作り方・食べ方】 
なんばんエビを軽く洗います。水分をふきとり片栗 
粉をまぶして油であげます。揚がったら、塩・コショ 
ウを振り、頭・エビの殻ごと召し上がります。 新鮮 
な程甘みが強く出て美味しいです。 
 
これからの季節はビールのおつまみに最高です！ 

タイしゃぶというのは
めずらしい。
なんばんエビは、 こ
れからの季節にうっ
てつけ。

料理して、 食べて、
復興を支援しよう！
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３
年
連
続
２
０
０
万
人
超

の
観
光
客
が
訪
れ
た
平
泉

　

周
知
の
通
り
、
東
北
で
唯
一

の
世
界
文
化
遺
産
が
、
岩
手
県

平
泉
町
の「
平
泉
─
仏
国
土（
浄

土
）
を
表
す
建
築
・
庭
園
及
び

考
古
学
的
遺
跡
群
─
」
で
あ
る
。

こ
の
平
泉
町
を
訪
れ
る
観
光
客

の
数
は
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
２
０
１
１
年
の
翌
年
か
ら

３
年
連
続
で
200
万
人
を
超
え
て

い
る
。
ま
た
、
震
災
の
あ
っ
た

２
０
１
１
年
は
東
北
各
地
と
も

観
光
客
数
が
大
き
く
減
少
し
た

が
、
平
泉
町
に
は
、
そ
の
年
の

６
月
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、震
災
の
前 

年
２
０
１
０
年
す
ら
上
回
る
192 

万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

　

震
災
以
降
、
東
北
を
訪
れ
る

観
光
客
数
は
減
少
し
て
い
る
。

主
な
被
災
地
で
あ
る
岩
手
、
宮

城
、
福
島
の
３
県
だ
け
で
は
な

い
。
震
災
後
、
東
北
の
６
県
全

て
で
観
光
客
数
が
落
ち
込
み
、

２
０
１
４
年
現
在
で
も
、
震
災

前
の
２
０
１
０
年
の
観
光
客
数

を
山
形
の
み
が
辛
う
じ
て
上
回

っ
た
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
良

く
も
悪
く
も
東
北
六
県
は
、
観

光
に
お
い
て
も
一
蓮
托
生
と
い

う
状
況
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、

岩
手
で
最
も
小
さ
な
自
治
体
で

あ
り
、
町
内
に
宿
泊
施
設
も
少

な
い
典
型
的
な
通
過
型
観
光
地

で
あ
っ
た
平
泉
町
の
健
闘
ぶ
り

が
光
る
。

平
泉
の
文
化
遺
産
だ
け
で

は
見
え
て
こ
な
い
も
の

　

観
光
振
興
は
、
震
災
後
の
東

北
復
興
に
と
っ
て
、
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
要
素
で
あ
る
だ
け

に
、
そ
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し

て
の
観
光
客
数
の
回
復
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
に
関
し

て
私
が
提
案
し
た
い
の
は
、「
平

泉
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
平

泉
を
基
点
と
し
た
、
東
北
各
地

の
「
観
光
連
携
」
を
強
化
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

今
更
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と

だ
が
、
奥
州
藤
原
氏
が
勢
力
を

振
る
っ
た
の
は
平
泉
周
辺
の
み

な
ら
ず
、
現
在
の
東
北
地
方
の

ほ
ぼ
全
域
に
及
ん
で
い
た
。
従

っ
て
、
東
北
各
地
に
は
、
奥
州

藤
原
氏
に
関
わ
る
伝
承
や
遺
構

が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
は
一
部
を
除
い
て
本
当
に

知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
奥

州
藤
原
氏
の
「
こ
の
世
の
浄
土

を
創
る
」
取
り
組
み
の
全
貌
を

知
る
と
い
う
点
か
ら
も
、
大
変

残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　

奥
州
藤
原
氏
は
わ
ず
か
に
平

泉
だ
け
を
こ
の
世
の
浄
土
と
し

た
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
中
尊

寺
に
残
さ
れ
て
い
る
供
養
願
文

に
あ
る
通
り
、
古
く
か
ら
官
軍
、

蝦
夷
が
多
数
命
を
落
と
し
て
き

た
こ
の
東
北
の
地
全
体
を
浄
土

と
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
奥
州
藤
原
氏
の
思
い
を

知
る
た
め
に
は
、
世
界
文
化
遺

産
の
５
つ
の
構
成
遺
産
だ
け
で

は
到
底
足
り
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、

中
尊
寺
の
金
色
堂
も
、
毛
越
寺

の
浄
土
庭
園
も
、
観
自
在
王
院

跡
の
浄
土
庭
園
も
、
金
鶏
山
も
、

無
量
光
院
跡
も
、そ
う
し
た
取
り

組
み
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
遺

産
で
あ
る
。し
か
し
、奥
州
藤
原

氏
の
目
線
は
自
分
た
ち
の
い
る

平
泉
の
範
囲
だ
け
に
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。平
泉
の
遺
産

を
見
て
い
る
だ
け
で
は
、そ
の
こ

と
が
見
え
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。

平
泉
を
基
点
と
し
た�

観
光
連
携
の
可
能
性

　

平
泉
に
あ
る
世
界
文
化
遺
産

の
５
つ
の
構
成
遺
産
は
、
い
わ

ば
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け

ら
れ
る
。
中
尊
寺
の
金
色
堂
は

阿
弥
陀
堂
、
毛
越
寺
と
観
自
在

王
院
跡
に
あ
る
の
は
浄
土
庭
園
、

金
鶏
山
は
単
独
で
も
信
仰
の
対

象
と
な
っ
た
山
だ
が
無
量
光
院

跡
と
の
組
み
合
わ
せ
が
重
要
な

意
味
を
持
つ
。
こ
れ
ら
は
形
こ

そ
違
う
が
い
ず
れ
も
「
浄
土
」

を
表
し
て
い
る
。

　

平
泉
と
の
関
わ
り
で
真
っ
先

に
思
い
つ
く
の
が
、
金
色
堂
以

外
に
東
北
に
あ
と
２
つ
あ
る
阿

弥
陀
堂
で
あ
る
。
一
つ
は
福
島

県
い
わ
き
市
に
あ
る
白
水
阿
弥

陀
堂
、
も
う
一
つ
は
宮
城
県
角

田
市
に
あ
る
高
蔵
寺
阿
弥
陀
堂

で
あ
る
。
白
水
阿
弥
陀
堂
は
奥

州
藤
原
氏
初
代
清
衡
の
娘
徳
姫

が
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
浄

土
庭
園
の
中
に
阿
弥
陀
堂
が
あ

り
、
そ
の
意
味
で
は
中
尊
寺
金

色
堂
と
毛
越
寺
浄
土
庭
園
の
特

徴
を
併
せ
持
つ
よ
う
な
阿
弥
陀

堂
で
あ
る
。ち
な
み
に
白
水（
し

ろ
み
ず
）
は
地
名
だ
が
、
そ
の

由
来
は
「
平
泉
」
の
「
泉
」
の

文
字
を
２
つ
に
分
け
て
名
づ
け

た
も
の
と
の
伝
承
が
あ
る
。

　

高
蔵
寺
阿
弥
陀
堂
は
、
奥
州

藤
原
氏
三
代
秀
衡
夫
妻
が
建
立

し
た
と
さ
れ
る
。な
ぜ
秀
衡
が
こ

の
地
に
阿
弥
陀
堂
を
建
立
し
た

か
に
つ
い
て
は
以
前
拙
ブ
ロ
グ

で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、平
永

衡
の
供
養
の
た
め
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　

余
談
だ
が
、
中
尊
寺
金
色
堂

は
奥
州
藤
原
氏
三
代
の
遺
体
と

四
代
泰
衡
の
首
級
が
納
め
れ
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
葬
堂
で
あ

っ
た
と
解
釈
さ
れ
、
初
代
清
衡

が
自
身
の
極
楽
往
生
を
願
っ
て

建
立
し
た
も
の
と
言
わ
れ
る
こ

と
も
あ
る
が
、
私
は
こ
の
説
は

採
ら
な
い
。
供
養
願
文
で
別
け

隔
て
の
な
い
極
楽
往
生
を
祈
念

し
た
清
衡
が
自
分
だ
け
の
極
楽

往
生
の
た
め
に
葬
堂
を
築
く
だ

ろ
う
か
、
と
い
う
そ
も
そ
も
の

疑
問
が
あ
る
。私
は
、金
色
堂
は

東
北
の
た
め
に
戦
っ
て
命
を
落

と
し
た
父
・
経
清
の
極
楽
往
生

を
願
う
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
高
蔵
寺

阿
弥
陀
堂
も
そ
の
延
長
線
上
に

あ
り
、
や
は
り
東
北
の
た
め
に

戦
っ
て
命
を
落
と
し
た
経
清
の

盟
友
・
平
永
衡
の
供
養
の
た
め
に
、

永
衡
に
縁
の
こ
の
地
に
築
い
た

も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
２
つ
の
阿
弥
陀
堂
は
、

中
尊
寺
金
色
堂
と
「
阿
弥
陀
堂

つ
な
が
り
」
で
あ
る
。

５
つ
の
構
成
遺
産
と
関

連
の
あ
り
そ
う
な
遺
跡

　

白
水
阿
弥
陀
堂
に
は
浄
土
庭

園
も
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
毛

越
寺
や
観
自
在
王
院
跡
と
「
浄

土
庭
園
つ
な
が
り
」
で
も
あ
る
。

世
界
文
化
遺
産
登
録
か
ら
は
漏

れ
て
し
ま
っ
た
が
、
同
じ
く
登

録
を
目
指
し
て
い
た
遺
産
の
う

ち
、
同
じ
平
泉
町
内
に
あ
る
達

谷
窟
毘
沙
門
堂
に
も
実
は
浄
土

庭
園
が
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
が

あ
り
、
今
後
そ
れ
が
発
掘
さ
れ

れ
ば
や
は
り
「
浄
土
庭
園
つ
な

が
り
」
で
あ
る
。

　

岩
手
県
紫
波
町
に
あ
る
樋
爪

館
は
、
初
代
清
衡
の
四
男
清
綱

に
始
ま
る
と
言
わ
れ
る
樋
爪
氏

の
居
館
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ

の
周
辺
は
「
ミ
ニ
平
泉
」
の
様

相
を
呈
し
て
い
る
が
、
館
の
南

に
面
し
て
今
も
残
っ
て
い
る
五

郎
沼
は
元
は
浄
土
庭
園
で
あ
っ

た
と
言
う
。
ま
た
、
宮
城
県
栗

原
市
の
旧
花
山
村
に
あ
る
花
山

廃
寺
跡
か
ら
は
発
掘
調
査
の
結

果
、
浄
土
庭
園
の
跡
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
「
浄
土

庭
園
つ
な
が
り
」
で
あ
る
。

　

金
鶏
山
と
無
量
光
院
跡
と
の

関
係
は
ま
た
独
特
で
あ
る
。
無

量
光
院
跡
か
ら
見
る
夕
陽
は
、

春
と
秋
の
年
２
回
金
鶏
山
山
頂

に
沈
む
が
、
そ
の
時
の
夕
陽
は

無
量
光
院
の
本
尊
の
阿
弥
陀
如

来
の
光
背
に
重
な
り
、
ま
さ
に

こ
の
世
の
極
楽
浄
土
を
感
じ
さ

せ
る
意
匠
と
な
っ
て
い
た
。

　

や
は
り
世
界
文
化
遺
産
登
録

か
ら
は
漏
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

平
泉
の
南
隣
の
岩
手
県
一
関
市

内
に
あ
る
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
も

や
は
り
浄
土
と
の
関
わ
り
が
あ

る
。
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
は
中
世

の
絵
図
に
あ
る
田
園
が
今
も
そ

の
ま
ま
残
っ
て
い
る
こ
と
が
特

徴
と
し
て
よ
く
言
わ
れ
る
が
、

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
こ
の
地
に

は
元
々
中
尊
寺
の
元
に
な
っ
た

寺
院
が
あ
っ
た
と
の
伝
承
が
残

っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

こ
こ
か
ら
見
る
夕
陽
が
春
と
秋

の
年
２
回
、
栗
駒
山
頂
に
沈
む

の
で
あ
る
。

　

平
泉
の
北
隣
の
奥
州
市
の
旧

衣
川
村
に
は
月
山
と
い
う
小
高

い
山
が
あ
り
、
山
頂
に
あ
る
月

山
神
社
は
中
尊
寺
の
奥
の
院
と

も
称
さ
れ
た
。
同
じ
旧
衣
川
村

に
あ
る
長
者
ヶ
原
廃
寺
跡
か
ら

見
る
夕
陽
も
や
は
り
春
と
秋
の

２
回
月
山
山
頂
に
沈
む
と
の
こ

と
で
、
こ
れ
ら
は
金
鶏
山
・
無

量
光
院
跡
と
「
夕
陽
つ
な
が

り
」
で
あ
る
。

後
代
と
違
っ
た�

「
金
」
の
意
味
合
い

　
「
浄
土
」
と
い
う
点
で
は
、

金
と
の
関
わ
り
も
見
逃
せ
な
い
。

仏
の
世
界
は
皆
金
色
と
さ
れ
、

そ
れ
を
表
現
す
る
の
に
金
は
欠

か
せ
な
か
っ
た
が
、
当
時
わ
が

国
で
唯
一
の
産
金
地
帯
が
奥
州

藤
原
氏
が
君
臨
し
た
東
北
で
あ

っ
た
。
岩
手
県
西
和
賀
町
に
は

鷲
之
巣
金
山
跡
が
あ
り
、「
秀

衡
掘
り
」
の
名
も
残
る
。
秀
衡

街
道
と
呼
ば
れ
る
、
金
が
運
ば

れ
た
と
い
う
古
道
が
あ
り
、
秀

衡
が
建
立
し
た
と
い
う
久
那
斗

神
社
（
仙
人
権
現
社
）
も
あ
る
。

　

岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
は
玉

山
金
山
跡
が
あ
り
、
坑
道
跡
が

今
も
残
る
他
、
金
商
人
だ
っ
た

と
い
う
吉
次
の
屋
敷
跡
も
あ
る
。

秋
田
県
鹿
角
市
に
は
尾
去
沢
金

山
が
あ
り
、
近
く
に
は
秀
衡
の

長
男
国
衡
が
修
復
し
た
と
い
う

大
日
堂
が
今
も
残
る
。
宮
城
県

涌
谷
町
は
わ
が
国
最
古
の
産
金

地
で
、
黄
金
山
神
社
が
あ
る
。

岩
手
県
江
刺
市
に
も
奥
州
藤
原

氏
時
代
の
金
山
の
一
つ
と
い
う

戸
中
金
山
跡
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
金
山
か
ら
産
出
さ

れ
る
金
は
当
時
、
富
や
権
力
の

象
徴
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、

仏
の
世
界
を
具
現
化
す
る
の
に

欠
か
せ
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
後
代
の
足
利
義
満
の
金

閣
や
豊
臣
秀
吉
の
黄
金
の
茶
室

は
ま
さ
に
富
と
権
力
の
象
徴
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
と
同

じ
目
線
で
金
色
堂
を
見
て
し
ま

う
と
理
解
を
誤
っ
て
し
ま
う
。

奥
州
藤
原
氏
と
関
わ
り

の
深
い
遺
跡

　

浄
土
と
の
関
わ
り
だ
け
で
な

く
、
奥
州
藤
原
氏
そ
の
も
の
と

の
関
わ
り
が
見
え
る
遺
跡
は
さ

ら
に
多
い
。
宮
城
県
南
三
陸
町

が
あ
る
本
吉
郡
は
秀
衡
の
四
男

の
高
衡
が
治
め
て
い
た
と
さ
れ
、

町
内
に
あ
る
朝
日
館
跡
、
保
呂

羽
神
社
、
大
雄
寺
、
荒
沢
神
社
、

田
束
山
な
ど
に
、
高
衡
や
奥
州

藤
原
氏
に
関
係
す
る
伝
承
が
残

っ
て
い
る
。

　

山
形
県
酒
田
市
は
奥
州
藤
原

氏
の
残
党
、
酒
田
三
十
六
人
衆

が
築
い
た
と
の
伝
承
が
残
る
。

こ
の
36
人
は
、
秀
衡
の
妹
と
も

後
妻
と
も
言
わ
れ
る
徳
尼
を
守

護
し
て
こ
の
地
ま
で
逃
れ
て
き

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
徳
尼
は

こ
の
地
に
泉
流
庵
と
い
う
庵
を

構
え
て
一
族
を
供
養
し
、
そ
れ

は
今
も
泉
流
寺
と
し
て
残
っ
て

い
る
。
ま
た
、
秋
田
市
で
徳
尼

が
乗
っ
て
き
た
白
馬
が
死
に
、

そ
の
地
に
草
庵
を
作
り
祀
っ
た

の
が
現
在
の
白
馬
寺
の
所
縁
と

も
言
う
。

　

秋
田
県
鹿
角
市
に
あ
る
桃
枝

と
い
う
小
さ
な
集
落
は
、
ほ
と

ん
ど
の
家
が
藤
原
姓
で
あ
る
。

昔
源
頼
朝
に
追
わ
れ
て
落
ち
て

き
た
泰
衡
は
、
こ
の
地
に
宿
陣

し
た
際
、
つ
き
従
っ
て
き
た
家

臣
に
「
も
し
自
分
が
戦
死
し
た

ら
藤
原
の
姓
を
継
ぐ
よ
う
に
」

と
言
い
残
し
、
そ
れ
で
こ
の
地

に
残
っ
た
家
臣
は
皆
藤
原
姓
を

名
乗
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

ま
た
、
宮
城
県
塩
竈
市
の
鹽

竈
神
社
に
は
、
秀
衡
の
三
男
忠

衡
が
奉
納
し
た
と
い
う
「
文
治

の
燈
籠
」
が
あ
る
。
青
森
県
五

所
川
原
市
の
旧
市
浦
村
に
は

十
三
湖
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
か

つ
て
秀
衡
の
弟
が
治
め
た
一
大

貿
易
港
だ
っ
た
と
い
う
伝
承
が

あ
る
。

　

他
に
も
紹
介
し
た
い
遺
跡
が

ま
だ
ま
だ
あ
る
の
だ
が
、
紙
面

の
関
係
で
や
む
な
く
割
愛
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

東
北
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
せ
る
連
携
を

　

こ
の
よ
う
に
、
東
北
各
地
に

平
泉
の
文
化
遺
産
や
奥
州
藤
原

氏
に
関
連
す
る
遺
跡
・
遺
構
が

残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
点
を
線
で
結

び
、
面
的
に
展
開
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
東
北
の

観
光
は
よ
り
活
性
化
し
、
平
泉

の
み
な
ら
ず
東
北
全
域
を
こ
の

世
の
浄
土
と
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
奥
州
藤
原
氏
の
取
り
組
み

も
よ
り
よ
い
形
で
理
解
で
き
る

と
思
う
の
で
あ
る
。

　

平
泉
も
３
年
連
続
200
万
人
超

と
は
言
え
、
そ
の
観
光
客
数
は

微
減
傾
向
に
あ
る
。
他
地
域
と

連
携
す
る
こ
と
は
、
平
泉
自
身

の
観
光
振
興
に
も
プ
ラ
ス
に
な

る
は
ず
で
あ
る
。
平
泉
と
、
平

泉
と
関
連
の
あ
る
地
域
が
ま
ず

連
携
し
て
そ
れ
ら
を
周
遊
す
る

プ
ラ
ン
を
作
っ
て
平
泉
の
文
化

遺
産
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
な
い

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
そ

の
平
泉
と
関
連
の
あ
る
地
域
が

ま
た
別
の
地
域
と
連
携
し
て
さ

ら
に
そ
の
先
に
も
足
を
延
ば
し

た
い
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
プ
ラ
ン
を
作
る
。
そ
の
よ
う

に
し
て
、
東
北
の
各
地
域
が
観

光
面
で
連
携
の
た
め
に
知
恵
を

絞
る
こ
と
で
、
こ
の
東
北
の
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
観
光
に
活

か
せ
る
。
平
泉
は
決
し
て
東
北

の
各
地
域
に
と
っ
て
、「
他
人

事
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

執
筆
者
紹
介

大
友
浩
平

（
お
お
と
も
こ
う
へ
い
）

奥
州
仙
臺
の
住
人
。
普
段
は
出

版
社
に
勤
務
。
東
北
の
人
と
自

然
と
文
化
が
大
好
き
。
趣
味
は

自
転
車
と
歌
と
旅
。

「
東
北
ブ
ロ
グ
」

http://blog.livedoor.jp/
anagm

a5/

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

https://w
w

w.facebook.
com

/kouhei.ootom
o

東
北
観
光
を　

　

平
泉
を
中
心
に

　
　

点
か
ら
線
、

　
　
　

そ
し
て
面
へ
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宮
澤
賢
治
、
そ
し
て
佐
々
木

喜
善
の
背
丈
は
、
既
に
青
葉
山

の
山
頂
を
越
え
て
更
に
巨
大
さ

を
増
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

賢
治
は
つ
ま
み
あ
げ
た
青
葉

山
の
巨
大
ヤ
モ
リ
の
腹
を
押
し

て
、
鼠
顔
の
壇
老
人
を
吐
き
出

さ
せ
た
が
殺
し
は
せ
ず
に
放
し

た
。
地
面
に
転
げ
落
ち
た
老
人

は
激
し
く
噎
せ
な
が
ら
息
を
吹

き
返
す
。
巨
人
・
賢
治
が
声
を

か
け
た
。

「
大
丈
夫
で
す
か
、壇
さ
ん
。」

「
か
た
じ
け
ね
え
・
・
う
わ

あ
！
」

　

賢
治
の
巨
大
さ
に
、
鼠
男
は

な
か
な
か
立
つ
事
が
で
き
な
い
。

「
お
や
壇
さ
ん
,
魔
法
を
か
け

ら
れ
ま
し
た
か
、
お
顔
が
。」

「
否
、
逆
じ
ゃ
い
。
天
狗
の
山

で
は
、
魔
法
が
解
け
る
ん
じ
ゃ
。

現う
つ

世し
よ

で
か
け
ら
れ
て
い
た
呪
い

が
な
」

「
解
け
る
・
・
？
呪
い
！
？
」

　

巨
人
・
賢
治
の
高
め
の
美
声

が
夜
空
に
轟
く
。

「
言
っ
て
も
わ
か
ら
ん
と
思
う

が
な
・
・
わ
し
は
猿
王
家い

え

良よ
し

の

子
、
磐ば

ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う

憲
家
と
い
う
。
鼠

で
は
ね
え
ぞ
、
あ
ま
り
に
長
く

生
き
過
ぎ
て
先
祖
還
り
し
て
い

る
だ
け
で
な
。
お
め
え
方
の
そ

の
姿
も
、
そ
れ
が
常
世
で
の
真

の
姿
な
の
か
も
知
れ
ん
・
・
ち

ゅ
う
事
じ
ゃ
。」

「
ま
さ
か
！
！
」

　

芭
蕉
が
介
入
す
る
。

「
つ
ま
り
・
・
人
間
は
全
て
、

本
来
の
力
を
封
じ
ら
れ
た
形
で

こ
の
世
に
生
ま
れ
て
く
る
、
と

い
う
事
で
ご
ざ
る
か
。」

「
そ
の
通
り
。
魂
の
力
の
前
に
、

こ
の
現
世
と
は
、
脆
い
も
ん
じ

ゃ
か
ら
な
・
・
」

　

見
上
げ
な
が
ら
、
芭
蕉
が
声

を
張
り
上
げ
て
尋
ね
る
。　

「
畑
は
・
・
あ
り
ま
し
た
か
！

宮
澤
殿
。」

「
畑
で
す
か
、
そ
れ
が
、
足
元

は
霧
に
覆
わ
れ
て
、
ど
こ
が
ど

こ
や
ら
・
・
・
。」

巨
人
・
喜
善
の
声
も
轟
く
。

「
こ
れ
が
狙
い
な
の
か
・
・
あ

ま
り
巨
大
と
な
れ
ば
、
穂
を
摘

む
事
も
で
き
な
く
な
ん
べ
し
。」

「
と
に
か
く
落
ち
着
い
て
考
え

ま
し
ょ
う
、
喜
善
さ
ん
。」

　

二
人
の
巨
大
な
未
来
人
は
ゆ

っ
く
り
と
、
尻
の
下
に
で
き
る

だ
け
樹
々
が
敷
か
れ
な
い
よ
う

腰
を
下
ろ
し
、
胡
坐
を
か
い
た
。

「
確
か
な
事
は
、
今
僕
ら
に
は
、

途
方
も
な
い
力
が
与
え
ら
れ
て

い
る
、
と
い
う
事
・
・
そ
し
て

そ
の
力
の
行
使
を
委
ね
ら
れ
た
、

と
も
考
え
ら
れ
る
か
と
。
お
そ

ら
く
、
大
天
狗
の
結
界
内
に
限

ら
れ
た
力
で
が
ん
し
ょ
う
が
。」

と
、
喜
善
。

「
し
か
し
、
巨
人
と
な
っ
て
で

き
る
事
な
ど
・
・
破
壊
ぐ
ら
い

し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。」

「
破
壊
・
・
・
あ
る
い
は
、
そ

う
で
が
ん
し
ょ
う
な
。」

　

賢
治
と
、
喜
善
は
、
そ
う
し

て
い
る
間
に
も
更
に
、
ど
ん
ど

ん
巨
大
に
な
っ
て
い
く
。
賢
治

が
言
う
。

「
む
し
ろ
、
こ
れ
で
は
何
も
で

き
ま
せ
ん
な
。
じ
き
に
頭
が
雲

の
上
に
出
て
、
呼
吸
す
ら
ま
ま

な
ら
な
く
な
り
ま
し
ょ
う
・・・
」

「
そ
の
前
に
、
こ
こ
を
通
る
で

が
ん
し
ょ
う
、
頼
朝
の
軍
を
驚

か
す
事
ぐ
ら
い
は
で
き
ん
べ

か
。」

「
い
け
ま
せ
ん
。
頼
朝
を
退
散

さ
せ
て
は
、
歴
史
が
ま
る
で
ひ

っ
く
り
返
っ
て
し
ま
い
ま
す
。」

「
ン
で
す
な
・
・
考
え
て
み
る

と
、
確
か
に
こ
れ
は
奥
州
、
東

北
の
歴
史
上
あ
ま
り
に
重
大
な

節
目
な
ん
で
が
ん
す
な
。」

「
真
に
、
腹
立
た
し
い
歴
史
で

は
あ
り
ま
す
が
・
・
私
ど
も
ご

と
き
が
ど
う
こ
う
す
べ
き
事
で

は
あ
り
ま
す
ま
い
。」

「
し
か
し
、
奥
州
が
蹂
躙
さ
れ

る
ま
さ
に
そ
の
時
で
す
。
こ
れ

は
も
し
や
す
る
と
・
・
大
い
な

る
世
の
建
て
直
し
の
道
筋
な
の

で
は
。」

「
建
て
直
し
・
・
で
す
か
。」

「
大お

お

本も
と

神
諭
で
は
、
国
祖
神
は

艮う
し
と
らの

方
角
に
封
印
さ
れ
た
、と
。

つ
ま
り
、
こ
こ
東
北
の
地
か
ら

艮
の
金こ

ん

神じ
ん

が
、
世
界
の
変
革
を

行
わ
れ
る
・
・
」

「
大
本
・
・
信
仰
な
さ
っ
て
い

る
の
で
す
か
、喜
善
さ
ん
は
。」

「
は
は
、
実
は
昨
年
に
入
信
し

た
ば
か
り
の
俄
か
で
す
が
な
。

先
の
大
地
震
を
予
言
さ
れ
た
と

聞
き
、
身
震
い
し
ま
し
た
の

す
。」

「
お
待
ち
下
さ
い
。
私
は
妙
法

蓮
華
経
に
帰
依
し
、
国
柱
会
の

会
員
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
は

っ
き
り
申
し
ま
し
て
こ
う
し
た

団
体
と
し
て
の
信
仰
な
る
も
の

は
・
・
」

「
大
本
、
国
柱
会
、
い
ず
れ
も

世
の
識
者
、
ご
偉
人
が
多
く
信

奉
な
さ
っ
て
お
る
で
は
な
い
で

す
か
。
出
口
聖
師
は
言
わ
れ
た
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
が
暗
闇
の
世
を

照
ら
し
世
界
を
統
一
す
る
と
。」

「
一
人
の
天
才
の
大
創
作
に
陶

酔
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
信
仰

と
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
精
神
の
闘

い
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私

の
場
合
も
、
大
事
な
の
は
日
蓮

上
人
様
へ
の
信
奉
で
は
な
く
、

上
人
の
発
見
さ
れ
た
ご
教
義
を
、

各
々
が
極
め
る
事
だ
と
気
づ
か

さ
れ
た
の
で
す
。」

　

賢
治
の
言
葉
は
雷
鳴
の
よ
う

に
天
空
を
飛
び
交
う
。
磐
三
郎

憲
家
が
呆
れ
て
ぼ
や
く
。

「
何
を
・
・
言
い
合
っ
て
お
る

の
だ
、
こ
の
で
け
え
衆
は
。」

　

芭
蕉
が
問
う
た
。

「
磐
三
郎
殿
。
も
し
か
し
て
、

こ
の
時
代
に
若
き
日
の
ご
自
分

が
お
ら
れ
る
の
で
は
？
」

「
わ
か
る
か
、
坊
様
。」

　

鼠
、
も
と
い
猿
王
の
子
は
あ

ご
髭
を
掻
い
た
。

「
七
百
年
前
、
わ
し
は
夢
に
告

げ
ら
れ
た
。
も
う
一
人
の
わ
し

が
、
出
現
す
る
と
な
・
・
そ
の

時
が
、
よ
う
や
く
巡
っ
て
き
た

訳
じ
ゃ
。」

　
　
　
　
　
　

＊

　

た
だ
た
だ
ひ
た
す
ら
に
、
兄

・
和
次
郎
と
相
方
の
後
姿
を
追

っ
て
い
た
純
三
の
、
深
い
森
に

よ
っ
て
狭
ま
っ
て
い
た
視
界
が

一
気
に
開
け
た
。

　

周
囲
の
霧
は
消
え
去
り
、
目

前
に
展
望
の
良
い
高
原
の
よ
う

な
風
景
が
出
現
し
た
。
や
や
急

峻
な
、
樹
の
少
な
い
薄
緑
色
の

山
容
に
、
段
々
畑
に
覆
わ
れ
た
、

広
々
と
し
た
谷
間
と
ま
ば
ら
な

家
々
が
見
え
る
。
太
陽
は
山
の

向
こ
う
だ
が
、
空
は
晴
れ
渡
っ

て
い
た
。

「
畑
だ
・
・
宮
澤
さ
ん
が
探
し

て
い
る
・
・
・
？
」　

　

し
か
し
、
こ
こ
は
本
当
に
先

程
ま
で
歩
い
て
い
た
青
葉
山
の

近
辺
な
の
だ
ろ
う
か
。
山
村
に

は
全
く
ひ
と
気
が
な
く
、
兄
・

和
次
郎
と
相
方
ら
し
き
人
物
の

影
も
見
失
い
、
純
三
は
畑
の
間

を
彷
徨
っ
た
。
民
家
の
戸
を
叩

き
、
窓
の
向
こ
う
に
人
の
気
配

を
探
す
も
、
ど
う
や
ら
こ
こ
が

ほ
と
ん
ど
廃
村
に
近
い
状
態
で

あ
る
事
が
わ
か
っ
て
き
た
。
し

か
し
兄
が
こ
こ
へ
来
た
事
は
間

違
い
な
い
・
・
半
刻
ほ
ど
歩
き

回
っ
た
頃
、
ど
こ
か
ら
か
数
人

の
話
し
合
う
よ
う
な
声
が
聞
こ

え
て
き
た
の
で
耳
を
澄
ま
せ
る

と
、
一
軒
の
小
さ
な
、
ひ
ど
く

痛
ん
だ
茅
葺
の
家
の
中
に
人
が

い
る
よ
う
で
あ
る
。

「
・
・
と
い
う
事
は
、
気
が
つ

く
と
貴
女
は
独
り
、こ
の
村
に
」

「
い
え
、
流は

や
り
や
ま
い

行
病
を
生
き
延
び

た
老
夫
婦
が
い
て
、
私
の
世
話

を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。」

　

壮
年
男
性
と
、
若
い
女
が
話

す
声
・
・
そ
っ
と
、
窓
辺
に
近

づ
い
て
中
を
覗
く
と
、
純
三
は

ハ
ッ
と
息
を
飲
ん
だ
。

　

家
の
中
に
い
る
の
は
三
人
。

男
性
二
人
が
、
囲
炉
裏
を
挟
ん

で
一
人
の
娘
と
向
か
い
合
っ
て

い
て
、
全
て
横
顔
が
確
認
で
き

る
。
一
人
は
紛
れ
も
な
く
兄
・

和
次
郎
。
そ
し
て
相
方
の
壮
年

男
性
・
・
純
三
は
知
っ
て
い
た
。

　

彼
の
手
に
よ
る
作
品
『
遠
野

物
語
』
は
そ
れ
程
売
れ
た
訳
で

は
な
か
っ
た
が
自
分
達
の
郷
土

・
東
北
の
古
来
の
姿
を
活
写
し

た
優
れ
た
文
学
で
あ
る
事
は
純

三
に
も
わ
か
っ
た
。
し
か
も
、

民
間
の
生
活
文
化
を
究
明
し
よ

う
と
彼
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た

「
白は

く

茅ぼ
う

会か
い

」
や
「
郷
土
会
」
に

兄
が
建
築
専
門
家
と
し
て
参
加

す
る
と
い
う
事
に
な
れ
ば
、
多

少
な
り
と
も
関
心
を
持
た
ず
に

は
お
れ
な
い
で
は
な
か
っ
た
か
。

「
ご
記
憶
が
・
・
お
あ
り
で
な

い
の
で
す
か
。」

　

彼
が
、
そ
う
尋
ね
た
若
い
娘

は
他
で
も
な
い
、
昨
夜
一
行
と

共
に
崖
を
降
り
、
広
瀬
川
の
化

身
し
た
龍
に
立
ち
向
か
い
麒
麟

？
に
乗
っ
て
飛
び
去
っ
た
、
あ

の
ト
ヨ
と
い
う
謎
の
少
女
で
あ

る
。
し
か
し
着
る
物
は
明
治
・

大
正
期
の
質
素
な
絣

か
す
り

で
あ
り
、

奇
怪
な
事
に
年
の
頃
が
幾
分
上

が
り
、
二
十
歳
程
に
も
見
え
る

の
だ
っ
た
。

「
六
年
前
・
・
目
覚
め
る
と
私

は
こ
の
村
に
い
ま
し
た
。
こ
の

場
所
の
事
は
全
く
憶
え
が
な
く
、

言
葉
も
何
も
老
夫
婦
か
ら
辛
抱

強
く
教
え
て
頂
い
た
の
で
す
。」

　

娘
は
強
い
訛
り
を
含
み
な
が

ら
、
そ
の
よ
う
に
語
っ
た
。
兄

・
和
次
郎
は
そ
の
間
に
も
ず
っ

と
画
板
を
抱
え
何
事
か
鉛
筆
で

描
き
つ
け
て
い
る
。
ま
る
で
兄

弟
同
じ
恰
好
だ
。
そ
う
い
え
ば
、

兄
は
兄
で
、
か
な
り
若
く
見
え

る
。
彼
ら
が
全
国
各
地
を
調
査

旅
行
し
て
い
た
の
は
、
東
京
の

震
災
前
、
大
正
の
頃
の
は
ず
で

あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
実
際

に
兄
が
経
験
し
た
過
去
の
出
来

事
な
の
か
、
そ
れ
と
も
た
だ
の
、

己
の
見
る
夢
・
幻
な
の
か
・
・
・
。

「
目
覚
め
る
以
前
の
・
・
幼
少

の
記
憶
は
、お
あ
り
で
す
か
。」

　

兄
の
相
方
の
問
い
に
、
娘
は

少
し
困
惑
の
態
度
を
見
せ
た
。

「
そ
れ
は
・
・
不
思
議
に
は
っ

き
り
と
。
で
す
が
、
と
て
も
信

じ
て
も
ら
え
ま
す
ま
い
。」

「
構
い
ま
せ
ん
。
貴
女
さ
え
よ

け
れ
ば
、是
非
お
話
下
さ
い
。」

　

口
髭
を
蓄
え
た
壮
年
の
男
が

囲
炉
裏
に
身
を
乗
り
出
す
。

「
私
の
十
三
歳
ま
で
の
記
憶
で

す
。
私
の
故
郷
は
遥
か
南
の
島

・
・
そ
こ
は
海
原
を
含
ん
だ
王

国
で
し
た
。
言
葉
も
、
生
活
ぶ

り
も
こ
こ
と
は
大
き
く
違
い
ま

し
た
。
し
か
し
王
国
は
滅
び
、

私
を
含
む
生
き
残
り
は
北
の
大

き
な
島
へ
渡
っ
た
の
で
す
。」

　

兄
・
和
次
郎
の
筆
が
い
つ
の

間
に
か
止
ま
り
、
口
が
驚
愕
に

開
か
れ
て
い
る
。

「
老
夫
婦
は
、
貴
女
に
つ
い
て

他
に
何
か
話
さ
れ
な
か
っ
た

か
」

「
私
は
・
・
こ
の
村
に
二
十
年

は
住
ん
で
い
た
と
。
そ
れ
が
流

行
り
病
で
村
が
ほ
と
ん
ど
全
滅

し
た
時
、
若
返
っ
た
姿
で
甦
っ

た
と
・
・
や
め
ま
し
ょ
う
ね
、

こ
ん
な
お
ば
け
め
い
た
話
。」

「
い
え
。
ト
ヨ
殿
。」

　

口
髭
の
男
は
姿
勢
を
正
し
た
。

や
は
り
間
違
い
な
く
、
あ
の
娘

な
の
だ
。
純
三
は
確
信
し
た
。

「
ど
う
か
、
我
々
と
共
に
東
京

へ
・
・
我
が
国
の
首
都
へ
、
お

出
で
下
さ
い
。」

　

娘
が
そ
れ
を
聞
い
た
瞬
間
、

ハ
ッ
と
し
て
身
を
引
い
た
。
そ

れ
ば
か
り
か
、
相
方
の
兄
・
和

次
郎
す
ら
意
外
だ
と
い
う
顔
を

し
て
、
連
れ
合
い
を
ギ
ョ
ロ
リ

と
見
る
。

「
首
都
・
・
！
？
あ
、
貴
方
は
、

一
体
・
・
」

「
せ
、
先
生
、
こ
れ
は
つ
ま
り
、

ど
う
い
う
事
で
・
・
・
」

　

兄
・
和
次
郎
が
質
そ
う
と
す

る
も
、
そ
れ
を
無
視
す
る
よ
う

に
、
口
髭
の
男
は
言
い
放
つ
。

「
私
は
柳

や
な
ぎ

田た

國く
に

男お

。
帝
国
の
命

に
よ
り
、
貴
女
を
帝
都
へ
お
連

れ
申
し
上
げ
る
。」

　

純
三
の
身
は
硬
直
し
て
い
た
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
幻
で
は
な

く
確
か
に
過
去
・
・
つ
ま
り
大

正
期
に
あ
っ
た
事
、
兄
・
和
次

郎
が
経
験
し
た
事
実
な
の
だ
。

し
か
し
、
兄
か
ら
こ
ん
な
話
は

聞
い
た
事
も
な
い
。
そ
れ
に
し

て
も
、
平
泉
の
時
代
に
出
会
っ

た
奇
妙
な
娘
が
、
大
正
期
の
帝

国
政
府
に
ま
で
目
を
つ
け
ら
れ

て
い
る
と
は
・
・
一
体
、
ど
れ

だ
け
の
怪
物
な
の
だ
、
こ
の
女
。

　

娘
は
し
か
し
、
恐
怖
か
ら
一

転
毅
然
と
し
た
表
情
に
変
わ
り
、

す
く
と
立
ち
上
が
っ
た
。

「
お
帰
り
下
さ
い
。
私
を
こ
の

地
よ
り
連
れ
出
す
事
は
叶
い
ま

せ
ん
。」

　

柳
田
が
小
さ
く
溜
息
を
つ
い

た
か
に
見
え
た
。
し
か
し
次
に

「
今こ

ん

さ
ん
、
で
き
た
か
ね
。」

と
和
次
郎
に
言
う
と
、
画
板
の

紙
を
抜
き
取
っ
て
、
描
い
て
あ

る
も
の
を
娘
に
見
せ
つ
け
た
。

　

そ
こ
に
は
見
事
な
、
娘
の
似

顔
絵
・
・
鉛
筆
肖
像
画
が
あ
っ

た
。

「
こ
れ
は
、
貴
女
だ
・
・
こ
の

男
の
絵
に
は
呪
力
が
あ
っ
て
な
。

今
よ
り
貴
女
を
こ
こ
へ
封
印
す

る
。」

　
　

―
次
回
予
告
―

壇
老
人
、
ま
だ
ま
だ
意
外
な
正

体
が
白
日
の
下
に
？
そ
し
て
柳

田
先
生
ま
さ
か
の
術
は
ジ
ョ
ー

ク
と
思
わ
せ
と
い
て
や
っ
ぱ
り

マ
ジ
メ
な
の
か
？
宮
城
野
の
夜

明
け
は
近
い
ぞ
！

奥お
う

羽う

越え
つ

現げ
ん

像ぞ
う

氏
紹
介 

　

一
九
七
〇
年
山
形
県
鶴
岡
市

生
。
札
幌
、
東
京
を
経
て
、
仙

台
に
移
住
。
市
内
の
ケ
ル
ト
音

楽
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
、
あ
ち

こ
ち
出
没
し
演
奏
す
る
。
フ
ィ

ド
ル
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
担
当
。

連載

むかしばなし

廃村の女王

第二十五話
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ツツジ 茅葺きバス停 シウリザクラ

シリーズ 遠野の自然

「遠野の芒種」

遠野 1000 景より

マイヅルソウ

重湍渓とツツジ重湍渓

高清水高原の夕景

新緑

　

遠
野
は
、
特
に
春
以
降
の
季

節
が
時
間
経
過
と
と
も
に
大
き

く
変
化
し
て
い
く
。
二
十
四
節

気
区
分
で
細
か
く
追
跡
し
て
い

く
と
、
そ
の
変
化
を
分
か
っ
て

い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
六
月
初
め

は
芒
種
。「
ぼ
う
し
ゅ
」と
読
む
。

筆
者
も
初
め
て
出
く
わ
し
た
言

葉
。
次
の
節
気
は
夏
至
で
あ
る

が
、
そ
れ
ま
で
の
期
間
も
指
す
。

＊

　

ま
ず
は
、
こ
の
眼
を
刺
す
よ

う
な
鮮
や
か
な
新
緑
を
見
て
い

た
だ
こ
う
。

　

す
が
す
が
し
い
日
差
し
を
浴

び
た
若
葉
の
勢
い
が
、
見
る
側

に
も
若
々
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

与
え
て
く
れ
る
。

　

ま
た
、
筆
者
は
こ
と
さ
ら
夕

暮
れ
の
景
色
が
好
き
で
あ
る
。

朝
日
も
い
い
が
、
年
を
重
ね
た

せ
い
か
、
何
と
も
味
わ
い
深
い

夕
暮
れ
は
何
と
も
い
え
な
い
。

　

刻
一
刻
と
色
合
い
を
変
え
、

完
全
に
日
が
沈
む
直
前
の
夕
焼

け
色
が
た
ま
ら
な
く
好
き
で
あ

る
。
遠
野
の
こ
の
季
節
、
こ
の

環
境
だ
か
ら
な
お
さ
ら
い
い
の

で
あ
ろ
う
。

＊

　

市
内
附
馬
牛
町
に
あ
る
重
湍

渓
（
チ
ョ
ウ
タ
ン
ケ
イ
）
は
ま

だ
訪
ね
た
こ
と
は
な
い
が
、
い

つ
か
必
ず
行
っ
て
み
た
い
。

　

写
真
か
ら
も
水
が
明
ら
か
に

温
ん
で
い
る
の
が
分
か
る
。

　

水
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
よ

う
な
写
真
で
あ
る
。

＊

　

花
も
咲
き
乱
れ
る
。
ツ
ツ
ジ

が
鮮
や
か
だ
。

　

シ
ウ
リ
ザ
ク
ラ
の
花
は
変
わ

っ
て
い
る
。
バ
ラ
科
サ
ク
ラ
属

で
あ
る
か
ら
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

の
遠
い
親
戚
で
あ
る
。

　

超
ロ
ー
ア
ン
グ
ル
か
ら
の
マ

イ
ヅ
ル
ソ
ウ
の
写
真
は
、
小
人

に
な
っ
た
感
覚
を
与
え
る
。

＊

　

茅
葺
き
バ
ス
停
に
は
め
っ
た

に
お
目
に
か
か
れ
な
い
だ
ろ
う
。

一
人
で
い
た
ら
昔
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
そ
う
だ
が
、
そ
こ
に

は
現
代
の
器
機
が
あ
っ
て
、
時

代
を
飛
び
越
え
ら
れ
な
い
。
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東
日
本
大
震
災
お
よ
び
そ
れ

に
続
く
原
発
事
故
に
よ
る
被
害

と
闘
う
福
島
県
を
目
指
し
て
進

む
の
が
、
我
ら
が
「
笑
い
仏
」

さ
ん
で
す
。
4
月
末
か
ら
6
月

初
旬
ま
で
は
、
東
京
都
世
田
谷

区
に
あ
る
観
音
寺
に
逗
留
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の

お
寺
は
、
大
都
会
東
京
に
あ
り

な
が
ら
と
て
も
緑
の
多
い
ゆ
っ

た
り
し
た
境
内
を
お
持
ち
で
、

静
か
な
住
宅
地
の
中
に
憩
い
の

空
間
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
せ
い
か
、
近
所
の
方
々
も

含
め
て
多
く
の
参
拝
者
が
常
に

ぶ
ら
り
と
立
ち
寄
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
光
景
自
体
に
も
癒
さ
れ
る

の
で
す
。

　

そ
の
広
い
境
内
に
は
多
く
の

石
仏
や
謂
れ
の
あ
る
建
物
が
あ

り
ま
す
が
、
順
番
に
見
て
行
く

こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は

山
門
。
立
派
な
金
剛
力
士
像
に

出
迎
え
ら
れ
な
が
ら
す
ぐ
に
気

が
付
く
の
は
、
こ
の
巨
大
な
提

灯
。
こ
の
前
で
し
ば
し
立
ち
ま

し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
手
を
打
っ
て
み
て

下
さ
い
。

　

す
る
と
…
。「
ぽ
ち
ょ
ん
」

　

洞
窟
の
水
音
の
よ
う
な
済
ん

だ
音
が
反
響
し
ま
す
。
面
白
い

の
で
、
皆
さ
ん
必
ず
何
回
も
パ

ン
パ
ン
と
手
を
打
た
れ
ま
す
。

こ
れ
が
「
龍
の
鳴
き
声
」
で
す
。

　

こ
の
現
象
を
物
理
学
的
に
説

明
す
れ
ば
、
固
い
面
の
面
と
の

間
で
短
い
音
を
発
す
る
と
生
じ

る
フ
ラ
ッ
タ
ー
エ
コ
ー
の
結
果

だ
そ
う
で
、
奇
妙
な
音
が
反
響

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
か
の

日
光
東
照
宮
薬
師
堂
の
も
の
が

有
名
と
聞
き
ま
す
。

　

次
に
、
境
内
に
入
る
と
す
ぐ

右
に
あ
る
特
徴
的
な
建
物
に
気

が
付
き
ま
す
。
阿
弥
陀
堂
で
す
。

　

中
は
自
由
に
入
れ
ま
す
の
で
、

扉
が
少
し
固
い
で
す
が
ど
う
ぞ
、

と
執
事
さ
ん
に
言
わ
れ
て
入
り

ま
し
た
。
か
の
巨
人
軍
・
川
上

監
督
も
こ
こ
で
祈
り
を
捧
げ
ら

れ
た
と
か
。

　

ご
住
職
に
「
あ
の
お
堂
の
扁

額
を
、
ち
ょ
っ
と
見
て
く
だ
さ

い
」
と
言
わ
れ
仰
ぎ
見
る
と
、

「
韋
駄
天
」
と
書
か
れ
て
あ
り

ま
し
た
。
足
が
と
て
も
速
い
イ

ン
ド
の
神
様
で
仏
法
の
守
護
神

で
す
よ
ね
。
日
本
で
も
俊
足
の

方
の
こ
と
を
こ
う
呼
び
ま
す
。

　

こ
の
扁
額
に
揮
毫
さ
れ
た
の

は
、
金
栗
四
三
（
か
な
ぐ
り
し

そ
う
）
と
仰
る
方
。
皆
さ
ん
、

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

あ
の
箱
根
駅
伝
の
創
設
に
も

尽
力
さ
れ
た
お
方
で
、
日
本
最

初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
と
し

て
、
１
９
１
２
年
に
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
五
輪
に
出
場
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
た
だ
、
こ
の
レ
ー
ス

に
お
い
て
金
栗
選
手
は
、
酷
暑

も
あ
っ
て
意
識
を
失
い
、
途
中

棄
権
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
ど
っ
こ
い
、
話
は

こ
こ
で
は
終
わ
ら
ぬ
の
で
す
。

　

１
９
６
７
年
に
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
五
輪
委
員
会
が
、「
当
時

の
金
栗
選
手
の
棄
権
は
公
式
に

は
認
め
ら
れ
て
は
お
ら
ん
」
と

宣
言
し
、
元
選
手
を
招
待
。
年

老
い
た
金
栗
氏
が
競
技
場
を
回

り
、
遂
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
と
な

っ
た
の
で
し
た
！
実
に
、「
54

年
８
ヶ
月
６
日
５
時
間
32
分
20

秒
３
」
と
い
う
大
（
！
？
）
記

録
を
打
ち
立
て
て
、
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
何
と
い
う
粋
な
計
ら

い
で
し
ょ
う
か
！
江
戸
っ
子
の

気
質
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
見
た
、

と
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
、
日
本
マ
ラ
ソ
ン
の
祖

が
書
か
れ
た
の
が
こ
の
「
韋
駄

天
」
の
三
文
字
。
何
と
も
あ
り

が
た
さ
が
増
す
と
い
う
も
の
で

す
。
ち
な
み
に
、
運
動
会
で
リ

レ
ー
の
選
手
に
な
り
た
い
我
が

家
の
8
歳
の
長
男
も
熱
心
に
祈

っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
聖
観
音
さ
ま
が
お

ら
れ
る
本
堂
へ
進
み
ま
す
。
お

堂
の
前
で
見
上
げ
れ
ば
、
見
事

す
ぎ
る
彫
り
も
の
で
す
。
多
く

の
お
寺
を
訪
問
し
ま
す
が
、
こ

れ
ほ
ど
の
も
の
は
あ
ま
り
記
憶

に
あ
り
ま
せ
ん
。
聞
け
ば
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
は
福
井
城
に
あ
っ
た

も
の
で
、
そ
れ
が
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
に
持
っ
て
い
か
れ
た
も
の

を
模
写
し
て
製
作
し
た
と
の
こ

と
。
金
沢
の
名
工
が
造
ら
れ
た

と
聞
き
ま
し
た
。
立
派
で
す
よ

ね
。

　

こ
う
し
て
興
味
深
い
観
音
寺

さ
ん
で
の
逗
留
を
終
え
て
、
6

月
10
日
に
笑
い
仏
さ
ん
は
千
葉

県
の
成
田
山
新
勝
寺
を
目
指
し

て
歩
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

世
田
谷
観
音

〒
１
５
４

-

０
０
０
２ 

東
京
都
世
田
谷
区
下
馬
４

-

９

-

４

電
話 

０
３

-

３
４
１
０

-

８
８
１
１

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

：

http://w
w

w
.setagayakannon.

com
/

（
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｋ
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表

　

平
原
憲
道
・
長
谷
川
稔
）

回
九
十
第

笑い仏さん、 ついに東京入り
4 月末から 6月初めまで世田谷区の観音寺にご逗留
東京にありながら広く静かな境内は憩いの場提供
謂れのある建造物や彫刻などが多く見られる場所
この後、千葉は成田山新勝寺へ

　　　　　　　　　　　ＭＯＮＫフォーラム代表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平原憲道氏　長谷川稔氏　　寄稿

ゆったりした境内

山門の巨大な提灯

阿弥陀堂

韋駄天の扁額

見事な龍の彫刻
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編集後記

「東北を世界に！」プロジェクト募集

• プロジェクト募集要領

① 東北の復興、活性化、再興を目的としたプロ

ジェクト企画であれば、何でも可

② 応募資格は特に定めず、 被災地、被災地以外

の居住も問わず、国籍・年齢・性別を問わず

③ 企画書のようなものがあれば可---形式自由

（プロジェクト名、プロジェクト期間、目的、どう

やって実現するかの手段、仲間などを明記して

いただきたいと思います）

④ 〆切はとくに設けません

「東北を世界に！」プロジェクト募集

• 連絡先／企画提出先
（郵送） 〒207-0005

東京都東大和市高木3-315-1
ホームタウン宮前2-2
電子タブロイド新聞【東北復興】 宛

（メール） yumuyu@wj8.so-net.ne.jp

• ご提案いただいた企画については、当新聞で責任をもって
検討させていただいた上で、企画開始に向けてのしかるべ
き方法・手段をご提案するなり、企画実現のための仲間を
募ってまいりたいと考えております。また、当新聞でご紹介さ
せていただきたいと思います。（氏名公表か非公表かはご相
談）

• たくさんのご提案をお待ちしています

　

今
回
は
【
被
災
地
沿
岸
部
の

地
盤
上
昇
を
知
っ
て
い
ま
す 

か
?
】。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
こ

の
問
題
を
あ
ま
り
取
り
上
げ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
被
災
地
の
水

産
業
者
は
大
変
困
っ
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
岸
壁
上
昇
の

た
め
に
、
作
業
の
な
か
で
、
け

が
人
ま
で
出
た
と
い
う
話
も
あ

り
ま
す
。
回
答
者
数
は
二
十
一

名
で
し
た
。

　
「
地
盤
上
昇
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
?
」
は
「
よ

く
知
っ
て
い
る
」
と
「
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
」
と
で
合
計
約
77.3

％
。
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
ど
の
程
度
の
上
昇
か
、
知
っ

て
い
ま
す
か
?
」
は
答
え
が

三
分
。「
そ
も
そ
も
か
さ
上
げ

は
必
要
だ
っ
た
か
?
」
は
約
54.5

％
が
「
何
と
も
い
え
な
い
」
と

複
雑
な
心
境
を
反
映
。「
上
昇

し
て
し
ま
っ
た
岸
壁
を
ど
う
す

る
か
?
」
は
圧
倒
的
に
「
追
加

予
算
を
つ
け
て
や
り
直
す
」
が

多
く
約
68.2
％
。「
ど
う
し
て
こ

う
な
っ
た
と
思
い
ま
す
か
?
」

も
答
え
が
ほ
ぼ
三
分
し
て
複
雑

な
心
境
。「
今
後
の
復
興
予
算

削
減
と
地
盤
上
昇
の
関
係
」
は

「
失
敗
を
認
め
復
興
予
算
追
加

で
対
応
」
が
圧
倒
的
で
約
63.6
％
。

「
こ
の
経
験
を
ど
う
活
か
す 

か
?
」
は
、「
原
因
を
再
調
査

す
べ
き
」
が
約
45.5
％
、「
官
僚

と
専
門
家
に
頼
り
過
ぎ
な
い
」

が
約
36.4
％
。

　

最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、

過
去
の
巨
大
な
自
然
災
害
へ
の

対
応
が
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

な
ぜ
い
つ
も
起
き
て
か
ら
な
の

か
と
思
う
。
日
本
は
昔
か
ら
自

然
災
害
の
国
な
の
で
あ
る
。

　

一
部
バ
ス
代
行
で

対
応
し
て
い
た
仙
台

―
石
巻
間
を
走
る
仙

石
線
が
、
五
月
三
十

日
に
全
線
復
旧
し

た
。

　

筆
者
も
何
度
か
こ
の
バ
ス
代

行
を
利
用
し
た
が
、
取
材
を
兼

ね
て
、
バ
ス
か
ら
の
風
景
を
撮

影
す
る
な
ら
ま
だ
し
も
、
通
勤

や
ビ
ジ
ネ
ス
で
利
用
す
る
の
は

非
常
に
困
難
だ
っ
た
と
思
う
。

何
せ
約
二
時
間
も
要
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
今
般
の
全
線
復
旧

で
、
一
挙
に
最
速
五
十
二
分
に

短
縮
さ
れ
た
。

　

石
巻
に
さ
ま
ざ
ま
な
縁
の
あ

る
者
と
し
て
、
喜
ば
し
い
こ
と

こ
の
う
え
な
い
。

　

交
通
ア
ク
セ
ス
の
改
善
は
、

復
興
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

る
だ
ろ
う
。
復
興
支
援
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
も
大
変
便

利
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
夏
を
迎
え

る
が
、
三
陸
に
は
、
お
い
し
い

海
産
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
地

酒
も
お
い
し
い
。
ぜ
ひ
足
を
運

ん
で
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

特
に
現
地
で
新
鮮
な
ホ
ヤ
を

食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。
初
め

て
の
方
に
は
多
少
勇
気
が
い
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
食
べ
て
み

れ
ば
や
み
つ
き
に
な
る
こ
と
請

け
合
い
で
あ
る
。

　

こ
の
ホ
ヤ
で
あ
る
が
、
今
年

は
豊
作
と
の
こ
と
だ
が
、
最
大

顧
客
で
あ
っ
た
韓
国
の
禁
輸
措

置
に
よ
り
、
出
荷
で
き
ず
、
海

の
な
か
で
成
長
し
す
ぎ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ

て
い
る
。

　

ぜ
ひ
現
地
で
ホ
ヤ
を
食
し
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
だ
。

第 36 号　ネットアンケート集計結果

【被災地沿岸部の地盤上昇を知っていますか？】

（１）東北被災地

（２）被災地以外の東北

（３）東北以外

（１）男性

（２）女性

（１）20歳未満

（２）20歳以上40歳未満

（３）40歳以上60歳未満

（４）60歳以上

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

（４）いずれでもない

（４）いずれでもない

（１）見たことがある

（２）聞いたことがある

（３）知らない

（１）追加予算がないからそのまま

（２）追加予算をつけてやり直す

（３）何ともいえない

（４）いずれでもない

（１）官僚と専門家に頼り過ぎない

（２）特別な経験すぎて活かせない

（３）原因を再調査すべき

（４）いずれでもない

（１）自然に対する経験知の不足

（２）復興工事の優先順位を誤った

（３）誰にも予測できなかった

（１）必要だった

（２）不要だった

（３）何ともいえない

（４）いずれでもない

（１）失敗を認め復興予算追加で対応

（２）いまさらどうしようもない

（３）妙案が浮かばない

（４）いずれでもない

（１）よく知っている 

（２）聞いたことがある

（３）知らない

（４）いずれでもない

NO. 質問と選択肢 回答数

① 住所

（１） 東北被災地 10

（２） 被災地以外の東北 5

（３） 東北以外 7

② 性別

（１） 男性 21

（２） 女性 1

③ 年齢

（１） 20 歳未満 0

（２） 20 歳以上 40 歳未満 6

（３） 40 歳以上 60 歳未満 12

（４） 60 歳以上 4

④ 地盤上昇があることを知っていますか ? 

（１） よく知っている 11

（２） 聞いたことがある 6

（３） 知らない 5

（４） いずれでもない 0

⑤ どの程度の上昇か、 知っていますか ? 

（１） 見たことがある 7

（２） 聞いたことがある 7

（３） 知らない 8

（４） いずれでもない 0

⑥ そもそもかさ上げは必要だったか ?

（１） 必要だった 6

（２） 不要だった 4

（３） 何ともいえない 12

（４） いずれでもない 0

⑦ 上昇してしまった岸壁をどうするか

（１） 追加予算がないからそのまま 1

（２） 追加予算をつけてやり直す 15

（３） 何ともいえない 6

（４） いずれでもない 0

⑧ どうしてこうなったと思いますか ? 

（１） 自然に対する経験知の不足 9

（２） 復興工事の優先順位を誤った 7

（３） 誰にも予測できなかった 6

（４） いずれでもない 0

⑨ 今後の復興予算削減と地盤上昇の関係

（１） 失敗を認め復興予算追加で対応 14

（２） いまさらどうしようもない 0

（３） 妙案が浮かばない 3

（４） いずれでもない 5

⑩ この経験をどう活かすか ?

（１） 官僚と専門家に頼り過ぎない 8

（２） 特別な経験すぎて活かせない 1

（３） 原因を再調査すべき 10

（４） いずれでもない 3


